
長崎県内のHPVワクチンの接種状況について
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地域保健推進課
（旧感染症対策室）
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本日の内容

① 定期接種実施状況

② キャッチアップ接種実施状況

③ まとめ

※R6年度のHPVワクチン接種実施状況データは、R6.4.1-9.30までの上半期分のみ
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①定期接種実施状況
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実施率：実施人口/対象人口

実施人口：各年度における定期接種対象者全体の中で予防接種を受けた者の数

対象人口：標準的な接種年齢期間の総人口（＝13歳女性の人口）

①定期接種

Ｒ4年度 Ｒ5年度 Ｒ６年度

全国

1回目 42.3 62.1
2回目 39.6 40.1
3回目 30.5 24.9

長崎県
1回目 39.6 55.9 64.4
2回目 38.8 36.4 22.0

3回目 33.4 22.8 5.3

全国データ出典：厚生科学審議会予防接種・ワクチン分科会副反応検討部会資料

長崎県の定期接種1回目実施率

➢ R5年度：55.9％（R4比＋16.3％）

➢ R6年度（上半期分）：64.4％（R5比＋8.5％）

⚫ R4の接種勧奨再開以降、全国よりも低値で推移

⇒標準接種年齢である１３歳（中学生）向けの周知・

啓発の必要性が示唆された。



②キャッチアップ接種実施状況
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➢ キャッチアップ接種は、R6上半期時点でR4、R5年度の年間接種数を上回るペース

で推移している。

〇キャッチアップ実施率

②キャッチアップ

実施率算定の際の母数は、対象年齢者数の総数（＝既接種者含む）
総接種者数÷対象年齢層の総人口＝キャッチアップ接種実施率

R4： 6,937/47,541≒14.6％

R5： 8,647/51,041≒16.9％
R6： 12,626/55,403≒22.8％



②キャッチアップ接種実施状況
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➢ 各市町において、ハガキによる個別通知や広報媒体を用いた周知等によりキャッチ

アップ接種の勧奨が行われました。

➢ 県において、6月末から8月にかけて、医師会作成のポスターや、拠点病院作成のリー

フレットを対象世代の目に触れやすい場所に設置することで周知を行いました。

➢ 対象世代のうち、高校生や大学生世代への周知を目的として、学校を通じた保護者向け

の周知文書配布や県立大学の電子掲示板への掲載等により、更なる周知に取り組み

ました。



キャッチアップ接種の経過措置
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➢ R6.11.27 予防接種基本方針部会において、この夏以降の需要の大幅な増加に伴う限定

出荷の状況等を踏まえ、期間中に１回以上接種している者については、期間終了後も公費

で３回の接種を完了できるよう1年間の経過措置が提案された。

②キャッチアップ

対象者

R4.4.1～R7.3.31までに少なくとも1回以上接種し、かつ以下に該当する者

①平成9年度生まれから平成19年度生まれの女子

②令和6年度が定期接種の最終年度である者（平成20年度生まれの女子）

経過措置期間

キャッチアップ接種期間（R4.4.1～R7.3.31）終了後1年間

第64回厚生科学審議会予防接種・ワクチン分科会予防接種基本方針部会

https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_46077.html

https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_46077.html


まとめ
◆定期接種

1回目接種実施率は、R4が39.6％R5が55.9％、R6（上半期）が64.4％

と年々上昇しているが、依然として全国平均を下回る状態

◆キャッチアップ接種

実施率は、R4が14.6％、R5が16.9％、R6（上半期）が22.8％であり、

キャッチアップ開始以来最も高い数値を示していた。
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➢ 定期接種ならびに継続予定のキャッチアップ接種について、実施主

体である市町による個別勧奨を依頼するとともに、関係機関と連

携した周知・啓発の取組を継続してまいります。

➢ ワクチンの効果やリスクなど、対象者が接種の判断に必要な情報の

周知に努めてまいりたいと考えております。
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